
●
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す    

　

◆
戦
国
時
代
か
ら
近
世
の
軍
事
拠
点

　

利
神
城
は
十
四
世
紀
代
の
赤
松（
別
所
）

敦
範
築
城
の
伝
承
を
持
ち
ま
す
が
、
記
録

に
明
確
と
な
る
の
は
十
六
世
紀
半
ば
以
降

で
、
城
を
め
ぐ
る
合
戦
が
知
ら
れ
ま
す
。

天
正
五
年（
１
５
７
７
）、
羽
柴
秀
吉
に
よ

る
播
磨
平
定
に
際
し
、
毛
利
・
宇
喜
多
方

の
佐
用
郡
三
城
の
一
つ
に「
別
所
中
務
と
申

者
之
城
」（
羽
柴
秀
吉
書
状
）
と
み
え
、
別

所
氏
が
城
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
豊
臣
期
に
は
備
前
の
宇
喜
多
秀
家

の
支
城
の
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

慶
長
五
年（
１
６
０
０
）、
池
田
輝
政
が

播
磨
国
五
十
二
万
石
の
国
主
と
な
る
と
、

甥
の
池
田
由
之
に
佐
用
郡
二
万
二
千
石
を

与
え
、
利
神
城
の
大
規
模
改
修
を
行
わ
せ
、

城
主
や
家
臣
の
屋
敷
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岡
山
藩
主
の
所
領
に
組
み
込
ま

れ
、
平
福
藩
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
寛
永

八
年（
１
６
３
１
）、
佐
用
郡
は
山
崎
藩
主

へ
加
増
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
廃
城
と
な

り
ま
し
た
。
寛
永
十
七
年（
１
６
４
０
）
に

平
福
は
旗
本
松
平
氏
の
所
領
と
な
り
、
因

幡
街
道
の
宿
場
と
し
て
幕
末
に
至
り
、
歴

史
的
町
並
み
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
構
築
時
期
で
異
な
る
二
種
の
石
垣

　

こ
の
よ
う
な
中
世
城
館
か
ら
近
世
城
郭

へ
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
山
上
の
山
城
と

山
麓
の
石
垣
は
、
宇
喜
多
期
と
池
田
期
の

新
旧
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
は
、
宇
喜
多
期
の
石
垣
は
天
正
期
頃

に
見
ら
れ
る
技
術
的
な
特
徴
を
持
つ
石
垣

で
、
池
田
期
の
石
垣
は
、
発
展
し
た
算
木

積
み
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
慶
長
期
頃
の
技

術
的
な
特
徴
を
持
つ
石
垣
で
す
。
た
だ
し
、

明
確
に
分
類
で
き
な
い
石
垣
も
あ
り
、
石

垣
構
築
時
期
の
詳
細
な
区
分
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
言
え
ま
す
。

◆
「
天
正
期
の
石
垣
」
の
特
徴

◎
比
較
的
低
い
石
垣
が
多
い
。

◎
通
称
東
山
石
と
呼
ば
れ
る
流
紋
岩
質
凝

灰
岩
が
多
く
使
わ
れ
、
割
石
か
加
工
さ
れ

た
石
が
多
い
。

◎
積
み
方
は
比
較
的
平
ら
に
揃
い
、
石
間

の
隙
間
が
少
な
く
緻
密
な
印
象
で
あ
る
。

◆
「
慶
長
期
の
石
垣
」
の
特
徴

◎
比
較
的
大
規
模
な
石
垣
で
あ
る
。

◎
通
称
西
山
石
と
呼
ば
れ
る
安
山
岩
質
凝

灰
岩
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

◎
築
石
部
は
加
工
度
は
低
く
不
揃
い
で
自

然
な
丸
み
を
帯
び
た
大
型
が
多
い
。
石
材

間
が
開
い
て
い
る
分
、
雑
な
積
み
方
に
見

え
る
箇
所
も
あ
り
間
詰
石
も
多
い
。
石
垣

の
表
面
は
平
滑
で
は
な
い
が
、
石
材
の
頂

点
を
結
ぶ
と
一
定
の
石
垣
面
を
構
成
。

◎
積
み
方
は
乱
積
み
の
箇
所
が
多
い
。　
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天正と慶長二期の特徴を持つ石垣

　
利
神
城
跡
は
、
戦
国
の
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
播
磨

国
北
西
部
の
軍
事
・
政
治
的
拠
点
と
し
て
営
ま
れ
た
城
跡
で
す
。

高
石
垣
を
有
す
る
山
城
と
し
て
、
ま
た
山
城
と
山
麓
の
居
館
が

一
体
と
し
て
残
る
貴
重
な
遺
産
で
す
。
本
号
で
は
、
利
神
城
の

成
り
立
ち
を
振
り
返
り
、
時
代
相
に
よ
っ
て
異
な
る
石
垣
の
特

徴
を
お
伝
え
し
ま
す
。
次
号
か
ら
、
利
神
城
跡
の
最
も
本
質
的

な
価
値
で
あ
る
石
垣
の
現
況
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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宇喜多期と池田期の新旧が残存する利神城 

※石垣ごとに明確には区分できないため、
　推定の範囲を示しています

二の丸東地区

馬場

二の丸西地区

三の丸

▲慶長期の「本丸南東石垣隅角部」 ▲天正期の「天守丸南東石垣隅角部」

御殿屋敷跡

南石塁

北石塁
天守丸

本丸

山城中心地区の石垣区分図

御殿屋敷地区の石垣区分図


